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合
志
市
立
図
書
館
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

平
成
２３
年
合
志
市
一
般
会
計
補
正
 

予
算
に
つ
い
て
 

平
成
２４
年
度
合
志
市
一
般
会
計
 

予
算
に
つ
い
て
 

健康福祉常任委員会 

合
志
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

合
志
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

平
成
２４
年
度
合
志
市
一
般
会
計
 

予
算
に
つ
い
て
 

平
成
２４
年
度
合
志
市
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

常任委員会審査報告 常任委員会審査報告 S t a n d i n g  c o m m i t t e e常任委員会審査報告 常任委員会審査報告 S t a n d i n g  c o m m i t t e e

   問
　
近
隣
市
町
の
状
況
は
。
 

答
　
平
成
２４
年
度
は
合
志
市
と
菊
陽
町

が
税
率
を
改
正
し
、
同
じ
条
件
（
４

人
家
族
、
夫
４０
代
･
給
与
収
入
、
妻

４０
代
･
収
入
な
し
、
子
ど
も
２
人
）

で
は
、
熊
本
市
・
菊
池
市
・
大
津
町

は
昨
年
改
定
し
て
お
り
、
２４
年
度
税

額
は
熊
本
市
４
１
５,
０
０
０
円
、
菊

池
市
４
０
１,
４
０
０
円
、
大
津
町
３

８
６,
４
０
０
円
。
菊
陽
町
は
２
年
連
続

の
改
定
で
２３
年
度
３
８
５,
８
０
０
円
、

２４
年
度
は
４
０
１,
７
０
０
円
で
計
４
２,

９
０
０
円
の
値
上
げ
。
合
志
市
は
２３

年
度
が
３
５
８,
９
０
０
円
で
、
２４
年

度
が
３
９
７,
６
０
０
円
の
３
８,
７
０

０
円
の
値
上
げ
と
な
る
。
 

問
　
国
保
加
入
者
は
何
割
で
、
ど
の
く

ら
い
の
年
収
の
人
が
多
い
の
か
。
約
１０

％
税
率
が
上
が
っ
た
場
合
の
徴
収
率
の

予
測
と
保
険
料
を
払
え
な
い
人
の
対
策

は
。
 

答
　
国
保
加
入
者
は
２
月
１４
日
現
在
１

３
６
５
７
名
、
約
２５
％
。
２
０
０
万

円
以
下
の
所
得
の
方
が
約
８
割
。
徴

収
率
は
９１
％
見
込
ん
で
お
り
、
２３
年
度

よ
り
若
干
低
い
率
で
す
が
税
務
課
に

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
保
険
証
の

取
り
扱
い
は
、
納
期
限
を
１
年
過
ぎ

た
人
に
は
短
期
保
険
証
（
通
年
で
は

な
く
、
３
か
月
も
し
く
は
６
か
月
）を
、

悪
質
な
人
に
は
資
格
者
証
を
渡
し
て

い
る
。
滞
納
に
つ
い
て
は
呼
び
出
し

も
す
る
が
、
戸
別
訪
問
で
面
会
し
て

短
期
保
険
証
を
直
接
交
付
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
短
期
保
険
証
が
増
え

る
と
考
え
て
い
る
。
収
納
率
は
、
１９

年
度
９
４
・
０
６
％
、
２０
年
度
９
１
・
２

７
％
、
２１
年
度
９
０
・
１
９
％
、
２２
年

度
９
１
・
４
３
％
、
２３
年
度
は
２
月
末

現
在
、
昨
年
が
８
６
・
８
４
％
だ
っ
た

の
が
８
７
・
６
８
％
と
約
０
・
８
４
％
上

が
っ
て
お
り
、
最
終
９２
％
近
く
ま
で

い
く
と
予
測
し
て
い
る
。
１９
年
度
か

ら
２０
年
度
の
大
幅
な
減
は
、
２０
年
に

後
期
高
齢
者
医
療
が
始
ま
り
納
税
意

識
の
高
い
層
が
移
っ
た
の
と
保
険
税

の
改
正
に
あ
る
。
目
標
は
高
い
方
が

い
い
が
難
し
く
、
２２
年
度
の
９
１
・
４

３
％
程
度
は
確
保
し
た
い
。
 

   問
　
介
護
報
酬
の
改
定
率
が
当
初
の
１
・

２
％
か
ら
０
・
７
％
に
な
っ
た
こ
と
で

５
１
８
９
円
に
な
っ
て
い
る
が
、
切
り

捨
て
と
切
り
上
げ
で
は
大
き
く
違
う
。

策
定
委
員
会
の
意
見
と
、
５
１
０
０
円

と
考
え
な
か
っ
た
の
か
。
 

答
　
策
定
委
員
会
か
ら
は
、
こ
の
件
に

関
し
て
特
段
意
見
は
な
か
っ
た
。
５

１
８
９
円
は
１
人
当
た
り
の
月
額
で
、

被
保
険
者
は
約
１
万
人
以
上
お
り
、

３
年
間
８９
円
を
切
り
捨
て
て
計
算
す

る
と
介
護
保
険
の
財
政
上
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
る
。
 

　
 

  （
福
祉
課
関
係
）
 

問
　
委
員
会
で
は
施
策
評
価
で
緊
急
雇

用
対
策
を
引
き
続
き
行
い
就
労
支
援
を

強
化
す
る
よ
う
に
指
摘
し
た
。
生
活
就

労
支
援
は
大
き
な
成
果
を
出
し
て
い
る

事
業
だ
が
、
今
年
度
の
実
績
と
、
住
宅

手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
で
２４
年
度
ど

の
よ
う
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の

か
。
 

答
　
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
は

全
額
国
負
担
で
あ
る
。
離
職
す
る
こ

と
で
住
宅
手
当
を
受
給
さ
れ
る
方
と

と
も
に
、
生
活
保
護
の
対
象
者
も
就

労
支
援
を
利
用
し
て
良
い
の
で
、
７

か
月
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
同
行
や
自

宅
訪
問
、
就
労
勧
奨
、
電
話
喚
起
等

で
３
０
０
件
を
超
え
る
接
触
を
行
い
、

１
人
が
就
労
し
て
生
活
保
護
か
ら
脱
却
、

６
人
が
就
職
さ
れ
て
収
入
認
定
額
と

の
差
額
を
支
給
し
て
い
る
。
ま
た
、

就
労
支
援
で
職
業
訓
練
校
に
３
名
行

っ
て
い
る
。
就
労
支
援
員
を
去
年
は

７
月
か
ら
配
置
し
た
の
を
、
２４
年
度

は
４
月
か
ら
配
置
す
る
。
 

（
子
育
て
支
援
課
）
 

問
　
認
可
外
保
育
所
に
助
成
を
増
額
す

る
考
え
は
な
い
か
。
 

答
　
２３
年
度
事
業
仕
分
け
に
認
可
外
保

育
所
助
成
事
業
を
出
し
た
と
こ
ろ
、『
運

営
が
厳
し
い
の
で
増
額
す
べ
き
で
は

な
い
か
。』
と
言
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、

『
今
現
在
、
合
志
市
が
厳
し
い
財
政

状
況
な
の
で
現
状
維
持
』
と
い
う
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、

子
育
て
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
根
本
的

に
変
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
 

   問
　
国
の
特
定
健
診
の
受
診
率
目
標
は

２４
年
度
ま
で
に
６５
％
だ
が
、
合
志
市
は

目
標
に
近
づ
け
る
た
め
に
ど
う
い
う
努

力
を
す
る
の
か
。
 

答
　
２４
年
度
は
目
標
を
４１
％
に
置
い
て

い
る
。
６５
％
は
難
し
い
が
、
国
が
目

標
に
し
て
い
る
以
上
は
啓
発
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
形
で
少
し
で
も
近
づ
け
た
い
。
 

  問
　
図
書
館
協
議
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
。
 

答
　
図
書
館
法
第
１５
条
、
第
１６
条
が
改

正
さ
れ
、
自
治
体
が
定
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
 

   （
学
校
教
育
課
）
 

問
　
国
の
第
３
次
補
正
予
算
に
伴
う
継

続
費
補
正
の
年
割
額
に
つ
い
て
。
 

答
　
西
合
志
南
中
学
校
体
育
館
、
武
道

場
改
築
事
業
に
お
い
て
継
続
費
の
総
額

は
変
更
な
い
が
、
２
億
９
６
０
０
万
円

が
平
成
２３
年
度
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

た
の
で
、
年
割
額
の
補
正
を
行
な
っ
た
。
 

（
生
涯
学
習
課
）
 

問
　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
電
気
代
の
増
額

補
正
に
つ
い
て
。
 

答
　
平
常
の
電
気
代
は
、
月
１
５
０
万

円
程
度
だ
が
、
夏
場
、
冬
場
の
ピ
ー
ク

時
に
は
２
０
０
万
円
を
要
す
る
月
も
あ

る
。
市
内
外
か
ら
の
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
の
利

用
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

（
人
権
啓
発
教
育
課
）
 

問
　
地
域
人
権
教
育
指
導
員
に
つ
い
て
。
 

答
　
指
導
員
の
病
気
入
院
の
た
め
１
・

５
か
月
分
の
報
酬
の
減
額
分
で
あ
る
。
 

 　
 

  （
学
校
教
育
課
）
 

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

い
て
。
 

答
　
地
域
の
方
々
の
様
々
な
力
を
お
借

り
し
て
、
学
校
単
位
で
地
域
に
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
組
織
的
に
運

営
を
し
て
い
き
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の

学
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
 

問
　
こ
と
ば
教
育
に
つ
い
て
。
 

答
　
市
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
制
度
に
よ

る
第
１
号
の
認
定
事
業
で
あ
り
、
４
月

か
ら
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。
家
庭
で
も
地
域
で
も
、
こ
と
ば

を
大
事
に
し
た
教
育
が
展
開
し
て
い
け

れ
ば
本
市
の
教
育
に
効
果
的
で
あ
る
。
 

（
生
涯
学
習
課
）
 

問
　
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
実
行
委

員
会
の
補
助
金
の
減
額
に
つ
い
て
。
 

答
　
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
い
る
中
で
充
分
論
議

を
し
た
上
で
１０
万
円
の
減
額
を
し
て
も

実
行
で
き
る
予
算
で
あ
る
。
 

問
　
西
合
志
図
書
館
改
修
事
業
に
つ
い

て
 

答
　
図
書
館
が
建
設
さ
れ
て
１７
年
が
経

過
し
て
お
り
、
屋
上
の
表
面
が
劣
化
し

て
お
り
、
防
水
改
修
を
行
な
う
。
 

   

（
人
権
啓
発
教
育
課
）
 

問
　
部
落
解
放
同
盟
合
志
支
部
補
助
金
、

全
日
本
同
和
会
合
志
支
部
補
助
金
に
つ

い
て
。
 

答
　
部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
、
国

民
と
し
て
の
目
的
で
も
あ
る
。
日
本
特

有
の
差
別
で
も
あ
る
し
、
差
別
を
な
く

す
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
団
体
へ
の

補
助
金
な
の
で
必
要
な
予
算
で
あ
る
。
 

問
　
解
放
子
ど
も
会
学
習
会
の
講
師
謝

礼
及
び
消
耗
品
費
に
つ
い
て
。
 

答
　
講
師
の
先
生
は
、
情
熱
を
傾
け
て

指
導
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
学

力
を
高
め
る
た
め
の
教
材
で
あ
り
、
教

育
啓
発
の
た
め
に
必
要
な
予
算
で
あ
る
。
 

   

（
反
対
討
論
）
 

　
基
本
的
に
部
落
差
別
が
解
消
さ
れ
て

い
る
中
で
、
補
助
金
が
支
出
さ
れ
れ
ば

差
別
が
固
定
化
さ
れ
る
。
教
育
啓
発
以

外
に
会
議
や
集
会
参
加
に
も
支
出
さ
れ

て
い
る
。
解
放
子
ど
も
会
開
催
事
業
に

つ
い
て
は
本
市
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
平
等
に
教
育
の
機
会
を
与
え
る
べ

き
で
全
市
的
な
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学

力
の
向
上
の
た
め
に
予
算
を
執
行
す
べ

き
で
あ
る
。
 

（
賛
成
討
論
）
 

　
い
ま
だ
な
く
な
ら
な
い
、
差
別
の
問

題
や
他
に
も
色
々
な
人
権
問
題
が
あ
る
。

理
不
尽
な
差
別
に
よ
り
、
こ
こ
ろ
の
葛

藤
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
よ
り
、
一
層
の
差
別
の
解
消
に
向

け
て
教
育
啓
発
の
た
め
の
予
算
で
あ
る
。
 

  

 


